
新元号の発表とともに新年度がスタートし、いつにもましてフレッシュな春です。
日頃は、認定NPO法人トゥギャザーの活動に格別のご支援をいただきまして、厚く御礼
申し上げます。

トゥギャザーのニュースをお届けする機関紙「ふれあいtogether」第１号は２００１年
１２月発行いたしました。１８年目の春、今回が第５０号となります。

第１号に中條前理事長は、障がい者の「もっと仕事がしたい」という声と企業の「何か
協力できることはないか︖」という声をひとつひとつつなぐことから、障がい者の自立
と社会参加を支援するNPO法人を設立するに至ったと語っています。

トゥギャザーは設立当初より、販売支援、啓発活動、住環境コーディネートの活動で支
援をしており、販売支援は梅田スカイビルの店舗「パティスリーとっと」での障害者施
設商品の常時販売をはじめ企業販売会、住環境コーディネートは障害者グループホーム
の建設サポートと活動内容は広がってきました。

これからも社会との架け橋として障がい者の自立支援活動に取り組み続ける所存です。
私たちの活動はトゥギャザーを応援してくださる皆様のおかげとあらためて感謝申し上
げます。どうか引き続き、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

2015年4月1日に、それまであった「食品衛生法」「JAS法」「健康増進法」の3つの法
律を一元化し、より分かりやすい食品表示制度を作るために施行された「食品表示法」

この新法に基づく表示への完全移行までの猶予期間は、2020年3月31日（生鮮食品は、
2016年9月30日、加工食品[輸入品を除く]の原料原産地表示は2022年3月31日）となり
残された猶予期間は１年を切りました。

大きな変更点４つは
1.一般用の加工食品及び一般用の添加物の栄養成分表示の義務化
2.アレルギー表示の変更
3.「機能性表示食品」制度の新設
4.全ての加工食品（輸入品を除く）に原料原産地の表示
となっています。
2020年4月1日以降は、この新法に基づいた表示にすることが必須となります。

トゥギャザーは障がい者のみなさんの仕事を守るために、共に学び解決して
いく勉強会を開催しています。また、2019年度は食品表示に特化した勉強
会を毎月1回開催することで、一緒に完全移行へ向けて学び、対応していこ
うと考えています。
勉強会の日程は、ホームページやSNS等で発信していきますので、ご参加ください。








